






　
平
成
11
年
の
男
女
共
同
参
画
社
会

基
本
法
の
制
定
以
来
、
国
内
で
は
そ
の

推
進
に
関
わ
る
様
々
な
取
組
が
行
わ
れ

て
き
た
。
ま
た
、
近
年
で
は
ダ
イ
バ
ー

シ
テ
ィ（
多
様
性
）の
推
進
と
し
て
、
性

別
だ
け
で
な
く
国
籍
、
年
齢
、
障
が
い
、

文
化
・
宗
教
的
背
景
な
ど
に
よ
る
差
別

を
な
く
し
、
社
会
の
全
構
成
員
が
平
等

に
尊
重
さ
れ
活
躍
で
き
る
環
境
づ
く
り

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
お
い
て
、

新
潟
大
学
は
新
た
な
知
の
創
造
、
次
世

代
に
活
躍
す
る
人
材
養
成
の
場
と
し

て
、
教
職
員
か
ら
学
生
ま
で
が
持
て
る

力
を
存
分
に
発
揮
で
き
る
環
境
づ
く
り

を
進
め
て
い
る
。
中
核
を
担
う
の
は
男

女
共
同
参
画
推
進
室
。
そ
の
歩
み
と

今
後
の
展
望
に
つ
い
て
担
当
の
中
野
享

香
准
教
授
と
西
原
亜
矢
子
特
任
助
教

に
話
を
聞
い
た
。

　「
新
潟
大
学
で
は
平
成
19
年
度
に
女

性
研
究
者
支
援
室
が
設
置
さ
れ
、
翌

年
に
は
文
部
科
学
省
の
女
性
研
究
者

支
援
モ
デ
ル
育
成
事
業
に
採
択
さ
れ
ま

し
た
。
当
初
は
女
性
研
究
者
の
育
成

と
、
仕
事
と
生
活
の
両
立
環
境
の
整

備
が
目
的
で
し
た
。
そ
の
背
景
に
は
、

平
成
18
年
の
第
３
期
科
学
技
術
基
本

計
画
に
女
性
研
究
者
比
率
の
数
値
目

標
が
掲
げ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
少
数
派
だ
っ
た
女
性
研
究
者
の

声
に
応
え
る
目
的
も
あ
っ
た
よ
う
で

す
」（
中
野
准
教
授
）
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広がるダイバーシティの裾野 ―持続する知と人財の創出―

行
っ
て
い
ま
す
。
と
く
に
女
性
研
究
者

が
代
表
の
共
同
研
究
の
創
出
を
う
な

が
す
制
度
が
好
例
だ
と
思
い
ま
す
。

研
究
推
進
機
構
が
実
施
す
る
U-

g
o

グ
ラ
ン
ト
に
女
性
枠
を
設
置
す
る
こ
と

で
、
応
募
の
半
数
が
女
性
に
な
り
、

通
常
審
査
で
半
数
以
上
が
採
択
さ
れ

ま
し
た
」（
中
野
准
教
授
）

　
さ
ら
に
、
上
位
職
へ
の
女
性
の
キ
ャ

リ
ア
ア
ッ
プ
を
支
援
す
る
取
組
も
注
目

さ
れ
て
い
る
。
上
位
職
シ
ャ
ド
ウ
イ
ン

グ
研
修
だ
。
研
究
室
を
持
ち
責
任
あ

る
立
場
に
な
る
と
上
の
人
か
ら
学
ぶ
機

会
が
少
な
く
な
る
。
こ
の
制
度
は
理
想

と
す
る
上
位
職
の
も
と
で
１
週
間
の
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
研
修
を
受
け
ら
れ
る
と
い

う
も
の
。
学
外
か
ら
も
注
目
さ
れ
、

同
様
の
制
度
を
導
入
し
た
他
大
学
も

あ
る
と
い
う
。

　「
仕
事
と
生
活
の
両
立
支
援
と
し
て

は
、
学
内
に
プ
レ
イ
ル
ー
ム
を
整
備
す

る
こ
と
か
ら
は
じ
め
ま
し
た
」（
中
野

准
教
授
）

　
こ
の
部
屋
は
教
職
員
が
研
究
や
休
日

出
勤
、
学
会
等
で
子
ど
も
の
面
倒
を

見
ら
れ
な
い
時
の
託
児
室
と
し
て
機
能

し
て
い
る
。
ま
た
、ラ
イ
フ
イ
ベン
ト（
結

婚
・
出
産
、介
護
、生
活
に
関
わ
る
出
来

事
な
ど
）
を
抱
え
る
教
員
へ
の
支
援
員

の
配
置
や
、
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
か
ら
復

帰
す
る
教
員
へ
の
研
究
費
の
助
成
も

行
っ
て
い
る
。
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
セ
ミ

ナ
ー
や
L
G
B
T
講
演
会
な
ど
の
ダ
イ

バ
ー
シ
テ
ィ
意
識
啓
発
も
重
要
な
取
組

だ
。

　「
次
世
代
人
材
の
育
成
支
援
で
は
、

学
生
へ
の
教
育
と
し
て
G
コ
ー
ド
科
目

『
研
究
者
の
仕
事
と
生
活
』
な
ど
で
の

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
講
義
や
、

新
大
W
i
ts
と
い
う
大
学
院
生
グ

ル
ー
プ
に
よ
る
中
高
生
へ
の
出
前
授
業

を
通
し
て
将
来
の
女
性
研
究
者
を
育

て
る
た
め
の
意
識
啓
発
に
も
力
を
入
れ

て
い
ま
す
」（
中
野
准
教
授
）

　
さ
ら
に
、
学
内
基
礎
デ
ー
タ
の
収
集

や
支
援
ニ
ー
ズ
の
把
握
の
た
め
の
実
態

調
査
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
や
制
度
を
情
報

発
信
す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
運
営
、
役

員
や
管
理
職
に
向
け
た
全
学
意
識
啓

発
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
ポ
ス
タ
ー
等
の
発

行
物
制
作
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
活
動

を
行
って
い
る
。

　
取
組
が
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
展
開
し
た

の
は
、
平
成
27
年
度
に
文
部
科
学
省

科
学
技
術
人
材
育
成
費
補
助
事
業

「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
研
究
環
境
実
現
イ
ニ

シ
ア
テ
ィ
ブ
（
連
携
型
）」（
以
下
、
ダ

イ
バ
ー
シ
テ
ィ
事
業
）
に
採
択
さ
れ
た

こ
と
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
こ
の

事
業
は
新
潟
県
内
の
女
性
研
究
者
の

活
躍
推
進
を
図
る
た
め
に
、
新
潟
大

学
が
代
表
機
関
、
株
式
会
社
タ
ケ

シ
ョ
ー
が
共
同
実
施
機
関
と
な
っ
て
実

施
す
る
も
の
だ
。
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
を
ハ

ン
デ
と
せ
ず
に
研
究
を
継
続
で
き
る
職

場
環
境
の
実
現
と
、
女
性
研
究
者
が

事業への参画を通し、今まで以上に
「社員みんなが活躍」できる
会社を目指して

共同実施機関からの声

　ダイバーシティ事業は、女性研究者の活躍推進が大きなテーマですが、当社は、もともと研
究職に占める女性の比率が高く、それを当たり前のように感じていました。しかし、今回の事業
への参画を通して、それが当たり前ではないという現実を再認識し、どこか他人事であった「女
性活躍推進」「男女共同参画」といったテーマについて、自分の事として捉えるきっかけをいた
だいたことは、当社にとっても、大きな収穫でした。また、事業に参画することで、企業での取り
組みやその成果などの情報が入ってくるようになり、さまざまな気付きを得ることができました。
本事業では、新潟大学をはじめ、協力機関の皆さんのご協力をいただきながら、事業の推進、
イベント企画等に携わり、異業種のさまざまな世代の方とも交流することができました。社外
ネットワークを築くことができ、当社から参加した社員も、多様な考え方に触れ、新たな発見や
多くの刺激を得たと感じています。今後は、これまでに得た知識やネットワークを活かして、女性
も男性も、若手も中堅もベテランも、今まで以上に「社員みんなが活躍」できる会社にしたいで
すし、他の企業様、機関様と共に、更にレベルアップを図って参ります。

株式会社タケショー 管理部経営企画課 課長
川口 史さん （ダイバーシティ推進担当）

副学長（ダイバーシティ担当）
男女共同参画推進室 室長
小久保 美子 

研
究
力
を
つ
け
上
位
職
に
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
す
る
た
め
の
各
種
取
組
を
一
体

的
に
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
新
潟
県

の
女
性
研
究
者
の
活
躍
推
進
、
ひ
い
て

は
地
域
産
業
等
の
活
性
化
に
貢
献
す

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
を

産
学
の
複
数
の
機
関
が
連
携
し
、
好

事
例
や
課
題
を
共
有
す
る
こ
と
に
よ

り
実
現
し
よ
う
と
す
る
も
の
だ
。
当

初
２
機
関
で
ス
タ
ー
ト
し
た
事
業
だ

が
、
現
在
で
は
10
機
関
に
よ
る
連
携
に

成
長
し
て
い
る
。

　
平
成
22
年
の
学
長
に
よ
る
新
潟
大

学
男
女
共
同
参
画
宣
言
を
受
け
、
翌

年
、
女
性
研
究
者
支
援
室
は
男
女
共

同
参
画
推
進
室
に
名
称
を
変
え
始
動

す
る
。
こ
れ
に
よ
り
同
組
織
は
全
学

方
針
と
し
て
動
き
出
す
こ
と
に
な
る
。

そ
の
基
本
方
針
の
柱
は
５
つ
。「
男
女

共
同
参
画
の
視
点
に
立
っ
た
教
育
・
研

究
環
境
の
整
備
」「
男
女
共
同
参
画
の

視
点
に
立
っ
た
就
業
環
境
の
整
備
」「
積

極
的
な
女
性
登
用
な
ど
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

ア
ク
シ
ョン
の
取
組
の
推
進
」「
仕
事
と

家
庭
生
活
の
調
和
（
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
）
を
図
る
た
め
の
支
援
」「
次

世
代
育
成
の
た
め
の
支
援
」
だ
。

　
こ
れ
ら
の
理
念
を
踏
ま
え
、
男
女

共
同
参
画
推
進
室
で
は
「
女
性
の
キ
ャ

リ
ア
ア
ッ
プ
支
援
」「
教
職
員
の
仕
事
と

生
活
の
両
立
支
援
」「
次
世
代
研
究
者

の
育
成
支
援
」と
い
う
３
つ
の
取
組
を

実
施
し
て
い
る
。そ
の
ひ
と
つ
の
成
果
が

う
か
が
え
る
の
が
下
記
グ
ラ
フ『
新
潟

大
学
の
女
性
教
員
割
合
の
推
移
』だ
。

こ
れ
を
見
る
と
、教
員
数
に
対
す
る
女

性
教
員
比
率
は
年
々
増
え
て
い
る
。

　
で
は
、
そ
の
取
組
に
つ
い
て
具
体
的

に
、
そ
し
て
特
徴
的
な
ポ
イ
ン
ト
を
い

く
つ
か
絞
り
な
が
ら
見
て
い
く
こ
と
に

し
よ
う
。

　「
ま
ず
、
女
性
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
支

援
で
は
、
英
語
プ
レ
ゼ
ン
研
修
等
を
は

じ
め
と
す
る
研
究
力
向
上
の
支
援
を

ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（連携型）事業

凝り固まったモノカルチャーを打破し
様 な々人材や立場の知見から
新たな価値観を創出する

多
様
な
人
材
の

活
躍
が
大
学
を

活
性
化
さ
せ
る

　「
本
学
の
女
性
研
究
者
割
合
は
微
増

に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
」（
中
野
准
教

授
）

　
内
閣
府
の
男
女
共
同
参
画
白
書
で

は
、
研
究
者
に
占
め
る
女
性
の
割
合
が

O
E
C
D
諸
国
で
最
下
位
で
あ
る
こ

と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
世
界
経
済

フ
ォ
ー
ラ
ム
が
毎
年
公
表
し
て
い
る
男

女
格
差
指
数
で
は
、
２
０
１
８
年
度
、

日
本
は
、
１
４
９
か
国
中
１
１
０
位
だ
。

こ
の
現
実
が
、
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
事
業

を
女
性
研
究
者
の
活
躍
や
増
加
に
焦

点
化
さ
せ
て
い
る
の
だ
。
し
か
し
、
人

材
多
様
化
の
テ
ー
マ
は
女
性
だ
け
で
は

な
い
。

　「
産
業
界
で
は
、
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
経
営
戦
略
に
位
置
づ

け
ら
れ
て
お
り
、
ト
ッ
プ
に
よ
る
先
導

と
多
様
な
構
成
員
の
意
見
の
反
映
が

一つ
の
鍵
と
さ
れ
て
い
ま
す
」（
西
原
特

任
助
教
）

　
多
様
な
人
材
の
創
出
を
加
速
さ
せ

る
た
め
、
平
成
28
年
４
月
に
ダ
イ
バ
ー

シ
テ
ィ
推
進
委
員
会
が
立
ち
上
げ
ら
れ

た
。
こ
れ
は
新
潟
大
学
の
国
立
大
学

法
人
化
以
降
初
の
全
学
委
員
会
。
こ

れ
ま
で
の
女
性
中
心
の
支
援
を
さ
ら
に

発
展
・
拡
大
し
、「
性
別
、年
齢
、国
籍
、

障
が
い
の
有
無
な
ど
属
性
の
違
い
で
差

別
す
る
こ
と
な
く
、
多
様
性
を
受
け

入
れ
、
互
い
を
尊
重
し
合
い
な
が
ら
全

構
成
員
の
協
働
を
通
し
て
各
個
人
が

活
躍
で
き
る
組
織
の
実
現
」
を
目
指

す
。
学
長
が
総
括
す
る
組
織
で
あ
り
、

こ
の
こ
と
か
ら
も
新
潟
大
学
の
ダ
イ

バ
ー
シ
テ
ィ
気
運
を
高
め
よ
う
と
い
う

強
い
意
志
が
感
じ
ら
れ
る
。

　「
他
に
も
、
大
学
の
意
思
決
定
者
で

あ
る
学
長
や
理
事
と
現
場
で
活
躍
す

る
教
職
員
と
の
懇
談
会
（
ト
ッ
プ
懇
談

会
）
を
実
施
し
た
り
、
管
理
職
に
向

け
た
研
修
で
は
単
純
な
座
学
で
は
な

く
、『
ワ
ー
ル
ド
カ
フェ
』
形
式
で
、直
接
、

話
し
合
う
場
を
設
け
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
」（
中
野
准
教
授
）

　
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
の
カ
ギ
は

「
ト
ッ
プ
と
構
成
員
と
の
対
話
」
に
あ

る
の
だ
。

　
多
様
で
優
秀
な
人
材
の
活
躍
を
推

し
進
め
る
た
め
設
置
さ
れ
た
男
女
共

同
参
画
推
進
室
は
今
年
10
年
を
迎

え
、
新
潟
大
学
の
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
に

関
す
る
取
組
は
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に
向

け
て
動
き
出
し
て
い
る
。
今
後
の
展
望

は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
。

　「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
の
重
要
性
が
叫
ば

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
背
景
に
は
、
男
性

中
心
と
な
り
が
ち
で
凝
り
固
ま
っ
た
モ

ノ
カ
ル
チ
ャ
ー
へ
の
閉
塞
感
が
あ
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
様
々
な
人
材

や
立
場
か
ら
の
知
見
が
入
る
こ
と
で
、

新
た
な
価
値
の
創
出
が
期
待
さ
れ
て
い

る
の
で
す
。
声
の
大
き
い
人
た
ち
の
意

見
だ
け
が
取
り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
な

社
会
に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。
多
様

な
構
成
員
に
目
を
向
け
る
こ
と
で
新
し

い
価
値
観
が
生
み
出
さ
れ
、
彼
ら
自

身
も
生
き
や
す
く
な
る
。
そ
れ
が
大
学

全
体
を
活
性
化
さ
せ
る
こ
と
に
繋
が
る

の
だ
と
思
い
ま
す
」（
中
野
准
教
授
）

　「
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
が
抱
え
て
い
る
問
題

や
背
景
は
制
度
か
ら
外
れ
て
い
る
こ
と

が
多
く
、
非
常
に
複
雑
で
す
。
そ
こ

に
取
り
組
む
こ
と
で
問
題
解
決
の
知
を

生
み
出
す
の
も
大
学
の
ひ
と
つ
の
役
割

だ
と
考
え
ま
す
。
女
性
だ
け
と
い
う
こ

と
で
は
な
く
、
幅
広
い
層
に
フ
ォ
ー
カ

ス
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
昨
年

度
、
学
生
サ
ー
ク
ル
と
当
室
、
教
育
・

学
生
支
援
機
構
が
共
催
し
て
行
っ
た
Ｌ

Ｇ
Ｂ
Ｔ
講
演
会
は
、
ま
さ
に
そ
の
良
い

例
と
な
り
ま
し
た
」（
西
原
特
任
助
教
）

　
大
学
は
さ
ら
に
人
材
育
成
と
い
う
点

で
社
会
貢
献
す
る
ウ
ェ
イ
ト
が
大
き
い
。

未
来
を
担
う
人
財
に
対
し
て
ダ
イ
バ
ー

シ
テ
ィ
の
理
解
を
深
め
て
い
く
こ
と
は

重
要
な
役
割
で
あ
る
と
言
え
る
。
新

潟
県
内
の
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
イ
ニ
シ
ア

テ
ィ
ブ
を
と
り
、
中
核
を
担
う
の
が
新

潟
大
学
の
持
つ
使
命
で
あ
る
。

ダイバーシティ事業シンポジウム

トップ懇談会の様子

多様性を認める社会の実現に貢献する

新潟大学のダイバーシティの展望

　新潟大学のダイバーシティ推進は「性別、年齢、国籍、障がい
の有無など属性の違いで差別することなく、多様性を受け入れ、
互いを尊重し合いながら全構成員の協働を通して各個人が活躍
できる組織の実現を目指すこと」という理念にすべてが込めら
れています。「一人一人が意味のある存在である」ことを認識
し、互いに尊重し合う文化を学内で醸成していくことが重要で
す。そのためにも女性管理職の育成は大きな課題。立場を与
えられて発揮できる能力もあります。上位職には教職員の日頃
の活躍ぶりをよく観察し、意図的計画的に女性教員を登用し
ていく姿勢が求められると思います。また、年代に応じた仕事へ
の姿勢も重要です。シニアの教授にはそれまで培ってきた知見
を生かし、組織に貢献するというマインドが求められます。大学
が果たすべき社会的役割は、次の社会の担い手を育成するこ
と。ダイバーシティの意識を持った人財を育て、輩出していく責
任があります。多様性を認める社会の実現とこれからの新潟の
ために、大学と企業、そして行政が議論していくことが重要です。












